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］
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Ｑ
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埠

摘
み
葡
萄

と

ア
イ
デ
ィ
ア
で

地
域
の
活
性
化

を
図
り
、

産
業
・
雇
用

を
生
み
出
す

・フ
ガ
ー
ワ
イ

ン
の
挑
戦
。

日
本
一
の
葡
萄
生
産
地
は
葡
萄
不
足

2
0
1
4
年
２
月
の
大
雪
災
害
で
山
梨
県
の

農
家
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
な
か
で
も
栽
培

面

積
と
収

穫
量

が
全
国
１

位
の

葡
萄
、
桃
、
李

（
す

も
も
）
の
被

害
は

大

き
く
、
主
要

産
地

の

一
つ
で
あ
る
、
甲
府
盆
地
東
部
の
峡
東
と
呼
ば

れ
る
地
域

の
笛

吹
市
、
山
梨

市
、
甲
州
市

で
も

果
樹
が
折

れ
た
り
ビ
ニ

ー
ル
ハ

ウ

ス
が
雪
の

重

み
で
倒
壊
す
る
な
ど
大
打
撃
を
受
け
た
。

．-．／

彫
り
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
遊
休
農
地
が

多

く
農
家
の

高
齢
化
が
進

む
中

で
後

継
者
が

激
減
し

て
い

る
と
い
う
現
実
。
折
れ
た
果
樹
や

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
片
づ
け
を
し
た
と
し
て
も

雪
害
を
機
会
に

離
農
を
考

え
る
人

も
少

な
く

な
く
、
一
時

的

な
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
活

動

で
は

根
本
的
な
問
題
は
解
決
し
な
い
こ
と
は
明
ら
か

だ
っ
た
。

そ
こ
で
地
元
・
日
川
高
校
の
ラ
グ

ビ
ー
部
の

Ｏ
Ｂ
を
中
心

と
し

た
ラ

グ
ビ

ー
フ
ァ
ミ

リ
ー

’
4

＆
ｙ
 
“
’”

。

Ｍ

ラ
ガ

ー
マ

ン
）
が
立
ち
上

が
っ

た
。「
地
元

の

葡
萄
を
使
っ

て
ワ
イ

ン
を
作

ろ
う
」
。
勝
沼
町

な
が
あ
る
峡
東
地
域
は
葡
萄
や
ワ
イ
ン
の
全
国
的

に

有
名

な

産
地

で

あ
る

が
、
彼
ら
が

大
切

に

し

た
こ

と
は

新
た
な
産
業

を
創
造
し

雇
用
に

繋
げ
る
こ

と
と
葡
萄
不
足
の
解
消
。
実
は
山
梨

県
は
日
本
一
の
葡
萄
生
産
地
な
が
ら
ワ
イ
ン
用

の
葡

萄
は

常
に

不
足

気
味

。
後
継
者

不

足
に

よ

る
遊
休

農
地
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
理
由
の

一

つ
だ
が
、
世

界
で

は
ほ

と
ん

ど
の

葡
萄

が

ワ
イ
ン
用
に
栽
培

さ
れ

て
い

る
が
、
日
本
で
は

フ
ル

ー
ツ

と
し

て
の

葡
萄

の
人

気

が
高
く
、

ｉ
　
　

″

唯
ま

た
取
引
単
価
も
高
い
た
め
に
葡
萄
生
産
量
の

フ
ｙ

ち
ワ

イ
ン
用
は

１０

名
程
度
だ

と
い

わ
れ
て

‰

る
。
そ
こ
で
考
え
た
の
が
「
間
引
き
」
を
す

る

若
い
葡
萄
の
実
を
生
か
す
と
い
う
こ
と
。

家

を
サ

ポ

ー
ト

し
た

が
、
そ
こ

で
浮

き

に
）
の
ス
ピ
リ
ッ
ツ
を
持
つ
ラ
ガ
ー
マ

ン

た
’

彼
ら
は
除
雪
や

パ
イ
プ
が
折
れ
曲
が
つ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
片
づ
け
な
ど
で
献
身
的

そ
こ

で

立
ち

上

が

っ
た

ボ
ラ

ン

テ

ィ
ア

の
中

に

ワ

ン

フ

ォ

ア

オ

ー
ル

ーオ

ー
ル

フ

ォ

ア

ワ

ン

（

一
人

は
み

ん

な

の
た

め

に
、
み

ん

な

は

一
人

の



商品開発状況

●早摘みマスカットペ.リーA

360m1 500 本／750m1 160 本

[2017 年２月.ﾘJJ－ス]

●完熟マスカットペJJ－A 樽熟成
現在、樽内で熟成中

[2017 年夏.ﾘ.リース予定]

農業体験ツアー
葡萄の生育･収穫･ワインの仕込みに合わせて、ツ

アーを計画いたします。開催時期と作業内容は、そ

の年の気候によって変動しますので、随時ラガーワ

インホームページに掲載いたします。

●2 月

剪定、剪定枝集め

●3 月

施肥作業(消石灰の散布、穴を掘って堆肥を埋める)

誘引作業(枝を棚に固定)

●４月

芽かき(不要な芽を間引く)

●5 月

芽かき(不要な芽を間引く)

デラウェアー摘房(不要な房を間引く)

●６月

ペリーＡ摘房、房作り( 房の形を整える)

●7 月

ベリーＡ早摘み仕込み

調味料作り

●8 月

デラウェアー収穫･仕込み

●9 月

甲州葡萄収穫

ベリーＡ収穫･仕込み

瓶 詰 め が終 了した｢

早 摘みマスカット

ベ リー Ａ｣

ラガーワイン株式会社(東晨洋酒(株)内)

〒４０５-００２４ 山梨県山梨市歌田72

TEL0553-22-568hA ｘ 0553.22-7997Web htt

ｐ://rｕｇｇｅrｗｉｎｅ.ｃｏｍ/

Mail　info ＠rｕｇｇｅrｗｉｎｅ.ｃｏｍ/

一 一 一 一 一

甲府連絡所:

株式会社クロスリアルティコンサルタンツ甲府支店内

〒４００-0025 山梨県甲府市朝日1-5-2

TEL　055-298-6461

FAX　055- ２９８-6４62
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ﾉ詰 め前の『早 摘みラガ ーワイン』

若

い

葡

萄

の

適

度

な

酸

味

が

ブ

ル

ー

テ

ィ

な

ワ

イ

ン

を

作

る

／

６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、
葡
萄
の
房
が
大

き
く
な
る
過
程
で
密
集
し

た
粒
が
ぶ
つ
か
り
合

い
潰
れ
て
し

ま
う
こ

と
が
あ
る
。
そ
の
ま
ま
に

し

て
お
く
と
、
つ

ぶ
れ
た
箇
所
か

ら
病
気
が
発

生

す

る
こ

と

も

あ
る
為
、「
摘
粒
」
と

呼

ぶ
粒

を
間
引
い
て
房
を
成
形
す
る
作
業
を
行
う
が
、
こ

の
間
引
い
た
粒
と
収
量
調
整
の
為
に
摘
房
し
た

房

を
、
調
味
料
や
ワ
イ

ン
に
使
用
す

る
こ
と
を

’
思
い
つ
い
た
。
　
　

轟

４

こ
の
ｔ

熟
す
る
前
に
早
摘
み
さ
れ
る
若
い
葡
萄

。の
粒
を
ぞ
っ
て
2
0
1
5
年
に
試
験
的
に
作
っ
た

ワ
イ
ン
は
、
完
熟
し
た
葡
萄
を
使
う
ワ
イ
ン
よ
り

も

ブ
ル

ー
テ

ィ
ー
で
飲
み
や

す
く
、
ワ
イ
ン
通

に

も
評
判

が
よ
か

っ
た
。
ま
た
、
ア
ル
コ

ー
ル

度
数
も
平
均
的
な
赤
ワ
イ
ン
が
口一
～
1
5％
程
度

な
の
に
対
し
て
1
0～
1
1％
と
や
や
低
め
で
、
強
い

ア
ル
コ

ー
ル
が
苦
手
な
人

で
も
食
事
と
一
緒
に
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